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第
八
十
三
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

第
六
十
一
条
第
一
項
（
各
号
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
九
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
輸
出

申
告
若
し
く
は
輸
入
申
告
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
輸
出
の
許
可
を
受
け
た
」
と
、「
仕
入
書
、
運
賃
明
細
書
、
保

険
料
明
細
書
」
と
あ
る
の
は
「
仕
入
書
」
と
、「
若
し
く
は
売
渡
人
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
売
渡
人
」
と
、「
が
輸
出

申
告
若
し
く
は
輸
入
申
告
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
又
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該

各
号
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
に
対
し
て
当
該
貨
物
に
係
る
輸
出
の
許
可
に
関
す
る
申
告
の
内
容
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
三
条
第
九
項
の
表
第
四
条
第
三
項
、
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
及
び
第
五
項
第
二
号
並
び
に
第
九

条
の
項
中
「
並
び
に
第
九
条
」
を
「
、
第
九
条
並
び
に
第
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
一
条
見
出
し
及
び

同
条
第
一
項
の
項
中
「
及
び
同
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
七
条
第
二
項
中
「
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
」
を
「
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
等
」
に
改
め
る
。

（
関
税
定
率
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

関
税
定
率
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
の
三
中
「
少
額
貨
物
の
免
税
」
を
「
無
条
件
免
税
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
中
「
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

施
設
」
を
「
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
等
」
に
改
め
る
。

（
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

「
第
五
章

特
恵
関
税
等
（
第
二
十
五
条
e

第
三
十
二
条
）

第
六
章

経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
関
税
割
当
制
度
等
（
第
三
十
三
条
）

第
七
章

軽
減
税
率
等
（
第
三
十
四
条
・
第
三
十
五
条
）

第
八
章

減
免
税
物
品
の
用
途
外
使
用
等
（
第
三
十
六
条
e

第
三
十
九
条
）

第
九
章

自
由
貿
易
地
域
等
に
係
る
課
税
物
件
の
確
定
に
関
す
る
特
例
等
（
第
四
十
条
e

第
四
十
五

第
十
章

雑
則
（
第
四
十
六
条
・
第
四
十
七
条
）

条
）」 を

「
第
五
章

特
恵
関
税
等
（
第
二
十
五
条
e

第
三
十
一
条
）

第
六
章

軽
減
税
率
等
（
第
三
十
二
条
・
第
三
十
三
条
）

第
七
章

減
免
税
物
品
の
用
途
外
使
用
等
（
第
三
十
四
条
e

第
三
十
七
条
）

第
八
章

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
に
係
る
課
税
物
件
の
確
定
に
関
す
る
特
例
等
（
第
三
十
八
条
e

第
九
章

雑
則
（
第
四
十
四
条
・
第
四
十
五
条
）

第
四
十
三
条
）」 に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
一
〇
〇
八
・
六
〇
号
」
を
「
第
一
〇
〇
八
・
六
〇
号
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
」
を
「
平
成
二

十
四
年
度
に
お
け
る
法
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
当
該
各
年
度
の
」
を
「
当
該
年
度
の
」
に
、「
法
第

七
条
の
三
第
二
項
第
六
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
六
号
」
に
、「
の
数
量
を
当
該
各
年
度
に
お
け
る
」
を「（
平
成
七
年

度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
の
初
日
か
ら
当
該
各
年
度
の
発
動
日
（
同
項
に
規
定
す
る
発
動
日
を
い

う
。）が
属
す
る
月
の
前
々
月
の
末
日
ま
で
に
関
税
法
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
六
十
一
条
の
四
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
六
十
二
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）の
数
量
を
平
成
二

十
四
年
度
に
お
け
る
法
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
法
第
七
条
の
六
第
六
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
、「「
輸
入
数
量
を
」
を「「
法
第
七
条
の

三
第
一
項
に
規
定
す
る
輸
入
数
量
を
」
に
、「
法
第
七
条
の
三
第
二
項
第
六
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
六
号
」
に
、「
法

第
七
条
の
六
第
四
項
第
一
号
」
を
「
同
条
第
四
項
第
一
号
」
に
、「「
輸
入
数
量
に
」
を「「
同
項
に
規
定
す
る
発
動
日
」

と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
第
二
項
に
係
る
発
動
日
又
は
同
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
重
複
期
間

の
開
始
の
日
」
と
、「
法
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
輸
入
数
量
に
」
に
改
め
る
。

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
十
一
号

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関

係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
関
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
十
二
第
二
項
第
四
号
中
「
第
六
十
条
の
二
」
を
「
第
六
十
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
三
第
二
項
中
「
第
六
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
仕
入
書
（
」
及
び
「
を
含
む
。）」
を
削
る
。

第
五
十
一
条
の
四
第
二
項
中
「
第
六
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
仕
入
書
（
」を
削
り
、「
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」

を
「
同
項
各
号
」
に
改
め
、「
を
含
む
。）」
を
削
る
。

第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
中
「
第
六
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
仕
入
書
（
」
及
び
「
を
含
む
。）」
を
削
る
。

第
五
十
九
条
の
十
二
第
一
項
中
「
こ
の
条
及
び
第
五
十
九
条
の
十
五
に
お
い
て
」
を
削
る
。

第
六
十
条
を
削
る
。

第
六
十
条
の
二
中
「
第
六
十
八
条
第
二
項
（
」
を
「
第
六
十
八
条
（
輸
出
申
告
又
は
」
に
改
め
、
第
五
章
第
三
節

中
同
条
を
第
六
十
条
と
す
る
。

第
六
十
一
条
の
見
出
し
を「（
輸
出
申
告
又
は
輸
入
申
告
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類
等
）」に
改
め
、
同
条
第

一
項
中
「
第
六
十
八
条
第
二
項
（
」
を
「
第
六
十
八
条
（
」
に
改
め
、「
書
類
は
、」の
下
に
「
輸
出
申
告
若
し
く
は
」

を
、「
係
る
貨
物
の
」
の
下
に
「
契
約
書
、
仕
入
書
、」
を
加
え
、「
税
関
に
お
い
て
課
税
標
準
の
決
定
の
た
め
に
必
要

と
認
め
る
」
を
「
税
関
長
が
輸
出
申
告
若
し
く
は
輸
入
申
告
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
」
に
改
め
、
同
項

第
一
号
中
「
第
六
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
六
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
中
「
、
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
（
第
三
号
を
除
く
。）及
び
第
二
項
、
第
六
十
条
第
一
項
及
び
第
三

項
」
を
削
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
輸
入
者
」
を
「
第
六
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
「
輸
入
者
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
郵
便
物
」
の
下
に
「
並
び
に
特
定
輸
出
貨
物
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
後
段
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
輸
出
申
告
若
し
く
は
輸
入
申
告
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
輸

入
の
許
可
を
受
け
た
」
と
、「
若
し
く
は
売
渡
人
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
売
渡
人
」
と
、「
が
輸
出
申
告
若
し
く
は
輸

入
申
告
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
に
対
し
て
当
該
貨
物
に
係
る
輸
入
の
許

可
に
関
す
る
申
告
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
総
務
省
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
総
務
省
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
う
ち
地
方
財
政
法
施
行
令
附
則
第
十
九
条
第
一
号
の
改
正
規
定
中
「
附
則
第
十
九
条
第
一
号
」
を
「
附

則
第
二
十
一
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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